
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

■発行 地域活性化団体 よかっつらみさくぼ（管理受託者） 
浜松市水窪支所 生涯学習グループ・水窪図書館  
■問合せ/☎（053）982-0013  

10 月２６日(日)「遠州軍」対「信州軍」による国盗り綱引き合戦！ 

県境、ヒョー越峠を舞台に繰り広げられる「領土」をかけた真剣勝負、「峠の国盗り綱引き合戦」が行われまし

た。小雨が降る中にもかかわらず、多くの観客が詰めかけ、会場は熱気に包まれました。連敗中の遠州軍は 

「負けられない」という強い思いを胸に挑み、見事な連携と気迫で完全勝利を収めました。今年は湖北高校

佐久間分校の高木大希さん（１８歳）も新戦力として加わり、若い力が勝利を後押しました。 

 

■町のできごと 

１１月２日(日)秋の物産展「夢街道」 

秋の恒例イベント第 27 回「みさくぼ夢街道」が 

開催されました。 

地元の特産品を販売するブースでは秋の味覚を 

楽しむ多くの人で賑わいました。 

ステージでは地域の団体によるパフォーマンス 

などが披露され、会場を盛り上げました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

10 月 31 日（金）～11 月 3 日（月・祝）にかけて、水窪文化祭が開催されました。 

地域の皆さんの文化発表を目的としたこの催しは、今年も多くの方々のご参加により、心豊かなひ

とときとなりました。期間中は、地元の皆さんが一年間丹精込めて制作された作品が展示され、

11 月 1 日（土）には多彩な芸能発表がステージで披露されました。 

作品をご出展くださった皆さま、ステージにご出演くださった皆さま、そしてご来場くださった皆さ

まに、心より感謝申し上げます。 

文化の息吹に満ちた、実り多き祭典となりました。 

水窪文化会館と「よかっつらみさくぼ」は、これからも皆さまの文化活動を応援してまいります。 

 

文化の祭典「水窪文化祭」が開催されました 



  

★星空観望会  天体観測ドームで星を観ましょう！！ 
日時 12 月 9 日（火） 午後７時３０分～９時 

見どころ 木星・土星・オリオン大星雲・すばる 

会場 水窪文化会館 天体観測ドーム 

♪水窪文化会館ホールのピアノとステージを無料開放します 

12 月の開放日 毎週月曜日 （1 日 8 日 15 日 22 日） 

時間 午前９時～午後５時      
  

水窪ゆかりの歌人 「山田震太郎」 

浜松文芸館（クリエート浜松）で開催中の特別収蔵展「浜松ゆかりの歌人たち」（11 月 1 日～2 月 8 日） 

では賀茂真淵、柳本城西、山田震太郎、村木道彦の四人の歌人が紹介されています。この中の一人、

山田震太郎（やまだ・しんたろう）は磐田市の出身とされていますが、戦後、水窪の実家に戻ったこと

が自身の歌集『ゆめのなかほど』に綴られています。 

終戦を陸軍病院で迎えた震太郎は、アメリカ軍の命により病院を退所。岐阜駅から夜汽車に揺られ、

焼け野原と化した浜松を経て、遠鉄電車とバスを乗り継ぎ、ようやく水窪の実家へと帰り着きまし

た。その旅路の記憶は、後年の一首に結実しています。 

今にして 直江津より 故郷水窪へ 帰りし汽車の旅 思ひいださず（『ゆめのなかほど』より） 

「劇団たんぽぽ」が水窪にやってくる！ 

11 月 30 日（日）、水窪文化会館ホールにて、劇団たんぽぽによる舞台公演 

「劇団たんぽぽと『森林（もり）』へ行こう！」が開催されます。 

「森林」をテーマにしたお芝居、「森林（もり）のてんぐ屋さん」は自然とともに 

生きる私たちに、大切なメッセージを届けてくれることでしょう。 

子どもから大人まで楽しめる、心あたたまるひとときをご一緒にいかがですか？ 

※前売り割引チケットは、文化会館「よかっつらみさくぼ」にて好評販売中です！ 

 

「森林
も り

のてんぐ屋マルシェ」開催 

 

11 月 30 日（日）、水窪文化会館前の空き地にて屋台を出展します。 

劇団たんぽぽの舞台公演にあわせた、「よかっつらみさくぼ」による特別企画。 

たこ焼き、たい焼き、焼きそば、りんご飴など、縁日気分を楽しめる屋台が並びます。 

観劇の前後に、ぜひマルシェにもお立ち寄りください。 

■文化会館からのお知らせ 



 

一億 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館だより 新入荷本の紹介です 

山と獣 焼畑と祭りにみる山村の民俗誌  須藤功/著 

宮本常一が所長だった日本観光文化研究所に所属し、全国の村で「あるくみるきく」 

ことを続けてきた民俗学写真家が、鳥獣害に悩みながらも焼畑で生計を立て、 

祭りに願いを託した人びとの「ふつうの暮らし」を写真とともに綴る。 

“一億特攻”への道 特攻隊員４０００人 生と死の記録 大島隆之/著 

特攻隊員約４０００人の本籍地や経歴を、１５年に及ぶ取材で徹底調査。 

浮かび上がってきたのは、選別の実態と隊員たちの心情、当時の日本人の 

特攻への熱狂だったー。「一億特攻」の真実に迫る。NHK スペシャルを書籍化。 

これからの森林学入門 太田祐子/著 

日本は世界有数の森林大国。森林は重要な資源の供給源であり、人類が 

直面している諸課題の解決や緩和のための重要な鍵を握る存在である。 

さまざまな側面をもつ森林について、豊富な図版と写真を交えて説明する。 

行先は未定です 谷川俊太郎/著 

ぽつりとおかしく、ぽつりと鋭く。谷川俊太郎が置いていった言葉たち。 

「答えのない人生」を生きた詩人の言葉と詩を収録する。 

『朝日新聞』（デジタル版も含む）掲載を加筆。 

７０歳、ひなげしはなぜ枯れない  

心も体もしなやかでいるための 45のヒント  アグネス・チャン/著 

気持ちの持ち方、食事、運動、睡眠、人とのつながり・・・。 

健康と若々しさを保つために、７０歳を迎えたアグネス・チャンが実践してきた 

「45 の方法」を紹介する。心と体をしなやかに保つ知恵が満載。 

マスカレード・ライフ   東野圭吾/著 

ホテル・コンテシア東京で開かれる文学賞選考会。最終秀候補者のなかに、 

ある死体遺棄事件の重要参考人が・・・？警視庁を辞め、コンテシア東京の 

保安課長となった新田浩介が始動する！ 


